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西
国
屋
が

障
害
者
向
け
冷
え
解
消
マ
ッ
ト

介
護
・
福
祉
関
連
商
品
開
発
の
西
国
屋

有
限
責
任
事
業
組
合
（
安
佐
北
区
狩
留
賀

町
一
〇
五
四
―
五
、
川
本
仁
美
代
表
組
合

員
）
は
、
冷
え
の
解
消
に
効
果
が
あ
る
と

い
う
障
害
者
向
け
「
河
村
マ
ッ
ト
」
を
開

発
、
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

同
マ
ッ
ト
は
広
島
国
際
大
学
理
学
療
法

学
科
の
河
村
光
俊
教
授
と
共
同
開
発
し
た
。

同
社
が
独
自
開
発
し
た
鉱
石
「
Ｚ
Ｓ
Ｉ
―

９
」を
採
用
。
温
泉
と
同
様
に
ラ
ジ
ウ
ム
、

ラ
ド
ン
を
放
出
す
る
遠
赤
外
線
効
果
で
手

足
の
冷
感
や
筋
緊
張
を
緩
和
し
、
自
己
免

疫
力
の
改
善
に
つ
な
が
る
と
い
う
。
低
体

温
の
人
が
多
い
障
害
者
が
リ
ハ
ビ
リ
時
に

使
う
と
体
を
動
か
し
や
す
く
な
る
。
サ
イ

ズ
は
七
〇
×
九
五
�
で
、
レ
ン
タ
ル
料
は
月

二
五
〇
〇
円
。
手
首
や
腰
な
ど
に
巻
く
と

体
温
が
上
が
る「
陽
だ
ま
り
バ
ン
ド
」も
扱

う
。
床
ず
れ
防
止
用
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
も
開

発
中
。
介
護
福
祉
施
設
や
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
、医
療
機
関
な
ど
を
対
象
に
販
売
す
る
。

広
島
商
工
会
議
所
が

中
国
労
働
契
約
法
セ
ミ

広
島
商
工
会
議

所
は
７
月
２４
日

午
後
１
時
半
か

ら
「
中
国
労
働
契
約
法
セ
ミ
ナ
ー
」
を
同

所
で
開
く
。
中
国
現
地
法
人
の
経
営
実
務

に
精
通
し
た
�株
ア
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
の
金

原
敏
恵
氏
が
、１
月
か
ら
施
行
さ
れ
た「
労

働
契
約
法
」
を
解
説
す
る
。
定
員
は
先
着

一
〇
〇
人
で
、
参
加
無
料
。

９
月
４
・
５
・
１１
・
１２
日
に
は
、
さ
ら
に

理
解
を
深
め
、
対
応
能
力
を
養
う
「
中
国

労
働
法
／
労
働
契
約
法
実
践
力
養
成
講
習

会
」
を
開
く
。
終
了
後
に
は
参
加
者
価
格
で

「
中
国
視
察
会
」
に
参
加
で
き
る
。
定
員
は

先
着
三
〇
社
で
、参
加
料
は
会
員
一
万
円
、

非
会
員
二
万
円
。�電
二
二
二
―
六
六
五
一
。

ひ
ろ
し
ま
八
雲
４５
周
年
記
念

広
越
が
期
間
限
定
特
別
コ
ー
ス

広
越
�株
（
越

智
基
浩
社
長
）

は
、
グ
ル
ー

プ
店
ひ
ろ
し
ま
八
雲
の
創
業
四
五
周
年
を

記
念
し
、
ひ
ろ
し
ま
八
雲
（
中
区
富
士
見

町
四
―
九
）
と
八
雲
流
川
店
（
中
区
流
川

町
一
―
二
四
）
で
謝
恩
特
別
コ
ー
ス
を
設

け
た
。
８
月
末
ま
で
の
限
定
企
画
。

名
物
の
す
す
ぎ
鍋
に
宮
崎
県
産
牛
を
使

用
。
付
出
し
、
中
央
卸
売
市
場
の
関
ア
ジ

Ｇ
メ
ン
が
選
び
抜
い
た
関
ア
ジ
、ア
ワ
ビ
、

殻
付
生
ウ
ニ
に
近
海
の
白
身
魚
の
玉
手
箱

仕
立
て
の
お
造
り
、
雑
炊
、
香
物
、
季
節

の
フ
ル
ー
ツ
の
コ
ー
ス
で
一
人
六
三
〇
〇

円
。お
造
り
（
三
一
五
〇
円
）
と
宮
崎
県
産

牛
の
す
す
ぎ
鍋
（
五
二
五
〇
円
）
は
単
品
で

も
注
文
可
。
市
場
直
送
の
「
広
島
郷
土
料

理
コ
ー
ス
安
芸
」（
五
二
五
〇
円
）
も
、
８
月

末
ま
で
の
期
間
限
定
で
注
文
受
け
付
け
中
。

▽
�株
合
同
総
研
（
中
区
大
手
町
五
丁
目
一

七
―
一
三
）
は
７
月
２５
日
午
後
１
時
半
か

ら
、
セ
ミ
ナ
ー
「
中
小
企
業
の
た
め
の
環

境
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
」を
同
社
内
で
開
く
。

リ
ス
ク
管
理
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
向
上
な
ど

を
含
め
た�
環
境
経
営
�の
取
り
組
み
を
、

事
例
を
交
え
て
解
説
す
る
。
参
加
無
料
。

�電
五
〇
四
―
〇
三
三
三
。

「
あ
っ
痛
い
！

腰
を
や
っ
て
し
ま

っ
た
」

人
間
だ
れ
し
も
、

一
生
の
う
ち
で
一

度
は
腰
痛
を
経
験
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
腰
痛
を
、
一
般
的
に
「
ぎ

っ
く
り
腰
」
と
言
っ
て
、
た
い
て
い
は
寝

て
お
け
ば
治
る
も
の
で
す
。

職
場
の
人
に
言
っ
た
ら
、
た
い
し
た
こ

と
が
な
い
と
言
っ
て
、
笑
わ
れ
る
こ
と
も

よ
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
決
し
て
笑
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
腰
痛
は
、
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

起
き
上
が
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど
、

痛
み
が
激
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
か

な
か
治
ら
な
い
腰
痛
も
あ
り
ま
す
。
腰
痛

の
治
療
は
奥
が
深
い
の
で
す
。

腰
痛
は
日
本
人
の
症
状
別
有
訴
者
率
で

は
、
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。
腰
痛
は
、

業
務
上
の
負
傷
に
起
因
す
る
疾
病
の
七
九

・
一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
腰
痛
に
よ
る
経
済
損
失
は
年
間
で
最

低
二
八
〇
億
ド
ル
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
経
済
的
に
も
大

き
な
損
失
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
腰
痛
の
治
療
を
ど
う
す
れ
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
。
急
に
起
こ
っ
た
腰
痛
治

療
の
原
則
は
「
安
静
」
で
す
。
し
か
し
、

職
場
に
よ
っ
て
は
「
安
静
」
が
保
て
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
無
理
を
し
て
仕
事

を
し
て
い
る
と
こ
じ
れ
て
、
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
治
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
仕

事
を
休
む
勇
気
も
必
要
で
す
。
そ
こ
が
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

三
ヵ
月
以
上
治
ら
な
い
慢
性
の
腰
痛
の

治
療
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
整
形
外
科
で
原
因
を
調
べ
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
な
ん
と
か
仕

事
が
で
き
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
な
る
べ
く

早
く
仕
事
に
復
帰
す
る
こ
と
で
す
。「
完
全

に
治
し
て
か
ら
職
場
に
復
帰
す
る
よ
う
に
」

と
、
言
わ
れ
る
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

完
全
に
治
る
に
は
時
間
が
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
職
場
に
は
、
サ
ポ

ー
ト
体
制
が
あ
り
ま
す
か
。
腰
痛
を
持
っ

て
い
る
人
は
不
安
な
気
持
ち
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
そ
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
中
腰
の
ひ
ね
り
、
前
屈
・

後
屈
捻
転
な
ど
の
姿
勢
を
避
け
る
作
業
環

境
を
つ
く
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
一
時
的

に
職
域
を
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
徐
々
に
職
場

復
帰
を
果
た
す
シ
ス
テ

ム
の
整
備
が
、
早
期
の

社
会
復
帰
に
は
重
要
で

あ
り
、
腰
痛
の
社
会
的

損
失
の
軽
減
に
結
び
つ

く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

腰
痛
に
や
さ
し
く

中
区
医
師
会
理
事

田
丸
整
形
外
科
院
長

田
丸

卓
弥

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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